
地域部活動推進事業

運営形態 地域連携

成果報告書

活動場所
名張市立桔梗が丘中学校

近畿大学工業高等専門学校

活動概要

・コンピューター部においては、近畿大学工業高等専門学校教授、学生を指導者として位
置付け、近畿大学工業高等専門学校の専門的なＩＣＴ環境の中で、土曜日か日曜日かの
どちらかで１回３時間（活動２時間、準備片付け１時間）を10回程度実施した。
・茶道部においては、師範免状を有する地域住民を指導者として位置付け、土曜日に１
回３時間（活動２時間、準備片付け１時間）を15回程度実施した。活動場所については地
域市民センターも検討したが、道具の運搬等で継続的な活動の見通しが立たなかったた
め、中学校の茶道室とした。

所在地
三重県名張市
鴻之台１番町１番地

運営主体 学校主体でスタートし、できる限り運営を地域に移行することを探った。

課題

名張市教育委員会事務局　学校教育室担当部署

・名張市教育委員会学校教育室が作成した令和４年度中学校部活動適正化事業計画及
び名張市中学校部活動に関する方針に則った部活動運営を行っていても、部活動が時
間外労働を増加させる要因の一つになっている。
・部活動によっては専門性を持っていない教員が担当しており、精神的な負担となってい
る。また、活動内容が生徒のニーズに応えることができない状況にある。
・地域移行において、専門性を持った人材の発掘が難しい。
・これまでの部活動の状況から、活動費用の受益者負担についての理解が得られにく
い。

事業目標

・学校における働き方改革を進めていくうえで、部活動をどのように位置付け、持続可能
なものとしていくかについて、関係者と検討する場を設け、部活動改革の実現を図ること
としている。
・部活動改革の一つの手段として、子どもたちが継続的で質の高い多様な文化芸術活動
の機会を確保できるよう、学校単位の部活動を地域単位の活動に移行することが考えら
れる。持続可能な活動が推進していけるよう、地域における団体等と連携し、年間を通じ
た活動を進めていく。

団体・組織等の連携

拠点校等 名張市立桔梗が丘中学校



アンケート結果
（生徒）
・専門の指導者による部活動に満足している。　18人/18人（100％）
・専門の指導者による部活動で技術が向上した。　18人/18人（100％）
（保護者）
・専門の指導者による部活動で、質の高い活動ができきていると思う。　16人/18人（88.9％）
（顧問）
・新しい設備や技術にふれることにより、中学校では得られない経験をすることができた。（コンピューター部）
・専門ではない部活担当であるため、自分で何もかもしなくてはいけないという緊張がなくなった。（茶道部）
（指導者）
・中学生の皆さんが、保護者や学校の教員以外の大人や、本校の学生のように年長者と接することによって、広い意
味でコミュニケーション能力が高まっているように感じた。また、情報系能力を有している生徒は、この活動が自己肯
定感の向上につながったのではないかと感じる。（コンピューター部）
・生徒が茶道を通じて、日本文化への関心と楽しさを感じるようになった。（茶道部）

○本事業による成果

　茶道部は桔梗が丘自治連合協議会、コンピューター部は近畿大学工業高等専門学校と連携し、活動を進められた
ことにより、当該部活動顧問の専門的な指導に関しての負担が軽減され、生徒も質の高い多様な活動の機会が得ら
れた。アンケート結果より、生徒や保護者の満足度は高かった。
　また、今後、部活動の地域移行を進め持続可能な運営をしていくための課題を洗い出すことができた。（具体的な課
題としては、保護者アンケートから保護者の費用負担の部分について、まだ十分に理解を得られていないことなどが
明らかとなった。）

○児童・生徒への指導に関する工夫

（コンピューター部）
　近畿大学工業高等専門学校の教授や情報を専門的に学んでいる学生が指導者となり、個々の生徒のスキルレベ
ルに合わせた少人数対応で、丁寧に教えていただいている。
活動の内容は、年間を通して自らが描いたイラストを３Dプリンターを使用して立体作品を作成することや、Webページ
の作成について学んだり、本格的な言語を活用したプログラミング体験をしたりするなど、生徒の興味・関心の高い活
動を、実態に応じたレベルに工夫していただき活動を行っている。

（茶道部）
　師範免状を有する地域住民を指導者として、茶道の専門家から指導いただき、中学校の３年間で、一通りのお点前
ができることを目標に活動をした。学校には茶道の専門的知識を有する教員がいなかったため、平日の活動への助
言もいただいた。茶道の作法の基本を忠実に体得できる活動内容とし、動きや立ち振る舞い等の成長もできることを
意識して活動を行った。



　また、名張市として、令和４年度はＰＴＡ連合会やスポーツ協会、地域型スポーツクラブ、体育施設管理者向けに説
明会を開催した。令和５年度もさらに地域移行に向けた協力体制が築けるように、説明会等も状況に応じて進めてい
く。

○令和５年度からの学校部活動の段階的な地域移行に関する方針・計画

　令和５年度からの段階的な地域移行を進めるために、令和４年11月に名張市「部活動の地域移行に係るあり方」検
討委員会を開催し、「事務局・スポーツ協会代表・地域型スポーツクラブ代表・文化団体代表・校長会等学校側の代
表・中体連代表・ＰＴＡ連合会代表」が参加した学校部活動の地域移行に向けた協議を開始した。令和５年度も継続し
て検討委員会を開催し協議を重ねていく予定である。

○継続的な運営に関する課題

○運営上の工夫

　活動の受け入れ団体が事務局としての運営をしていくことについては、地域への移行がすぐにできなかった。この２
つの部では、活動場所の提供や指導者の確保について、今回の取組によって顧問の精神的な負担の軽減（部活動
の段取りを立てることや直接的な生徒対応等が減ったこと等）、持続可能な連携体制を築くことができた。また、部活
動の時間については顧問がいなくても運営ができ、生徒も保護者もアンケート結果は満足度が高いものであった。
　しかし、運営のための事務局としての機能の移行は、日頃から参加者の募集を行って自主運営ができている総合型
スポーツクラブやスポーツ少年団といった運動団体と違い日頃からのノウハウが無いため難しいと考えられる。
今回の２つの部活動の運営を全てを地域団体とすることまではできなかっため、学校に運営の負担が生じ、２つの部
ともに顧問の時間的な負荷はあまり軽減されなかった。この課題に対しては、スポーツ庁や文化庁が提案している、
統括コーディネータやコーディネーターを上手く活用していくことが、今後部活動を地域で運営していく上で重要である
と考える。

　本事業で見えた効果と課題を生かし、他の学校や部活動の地域移行も、国や県の動きに合わせて名張市でも模索
していくことになるが、持続可能な方法とするために、保護者や地域団体等の理解や協力体制の構築を進め、準備を
入念に行い、生徒や保護者に混乱が生じないよう進めていく。

　地域移行については、「部活動の地域移行に係るあり方」検討委員会に参加している各団体から、費用面の負担が
課題としてあげられており、市としても国の予算の概算要求段階では、補助事業としての市として予算を確保する準
備を進めていた。しかし、国がガイドラインの変更を行ったことから、国の動向も見ながら市としての方針や計画を再
構築していく予定である。

　生徒、保護者、顧問、指導者の４者とも「有意義な活動であった」とのアンケート結果であったことから、この２つの部
活動を来年度も同じ活動内容として活動したいと考える。この２つの部では来年度以降も協力を得られる見込みであ
る。
　しかし、保護者アンケートから保護者の費用負担の部分について、十分に理解を得られているという段階までは達し
ていないため、地域部活動として運営を継続していった場合、費用負担の課題を解決する必要がある。



指導者

人数等

茶道部（年間１５回程度実施）
コンピューター部（年間10回程度実施）

○令和４年度　取組状況等

指導に対する謝金は、１時間 あたり1100円 とする 。
（30分単位の場合は、550円として換算）

本事業の範囲内

茶道部（お茶やお菓子等の消耗品は実費を保護者負担）

茶道部（土曜日で１回３時間（活動２時間、準備片付け１時間））
コンピューター部（土か日曜日で１回３時間（活動２時間、準備片付け１時間））

活動費用

活動財源

参加者の移動手段
茶道部（学校または校区内を予定としたため通常の登校方法）
コンピューター部（公共交通機関　近鉄＋バス　または　保護者送迎）

参加者

人数等

募集方法
茶道部（地域の自治連合協議会に依頼）
コンピューター部（地域の高等専門学校に依頼）

茶道部（生徒　８名）
コンピューター部（生徒　10名）

募集方法
・４月に学校で「部活動説明会」を実施、部活動仮入部期間を設け、その後入部
届を出して正式入部。（部活動の加入は任意で、複数部活動の掛け持ちは可）

保険加入等

指導者謝金等

その他

会費

その他

スケジュール

基本活動

年間

茶道部（師範免状を有する地域住民２名）
コンピューター部（高等専門学校教授１名　学生11名が交代で指導）



【活動の様子（写真添付）】

（コンピューター部）
ジャンケンの手の形をAIに認識させ、そのあと、プログラミングによりアニメーションを動かす生徒たち

（茶道部）
茶道の師範の先生からお手前の手順や挨拶の仕方を学ぶ生徒たち


	様式（地域部活動推進事業）

